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５月行事予定表 
日 曜   予定 
 ２ 水 生徒朝会、授業参観・ＰＴＡ総会 
 ７ 月  家庭訪問・視力検査  
 ８ 火 内科検診 
 ９ 水 全校読み語り、視力検査 
１０ 木 視力検査 
１１ 金 尿検査  
１４ 月 教育実習（６/１日まで）、知能検査 
１５ 火 ３年読み語り  
１７ 木  眼科検診 
１８ 金  内科検診     
２４ 木  歯科検診（１年） 
２５ 金  尿検査(2回目) 
３０ 水  第１回生徒総会 

  
平成１９年度の教育活動が始まって、はや１ヶ月が過ぎようと

しています。大変遅ればせながら、本年度、城南中学校の校長

として勤務しています。森山千代子です。前任は佐賀県立女

性センター・佐賀県立生涯学習センター(アバンセ)で副館長を

２年しておりました。その前は諸富中学校の校長を３年していま

した。教育の現場に戻ってきて、１ヶ月大変忙しい思いをして、

やっと学校だより発行する段取りができました。これから月の初

めに出すようにしていきますのでよろしくお願いします。 

 
本年度の学校目標 
「城南中学校生徒としての誇りを持ち、知･徳･体の調和の

取れた人間性豊かな、実践力のある生徒を育成する」 
 
教育の重点として  
１ 学力の向上、 ２ 城南魂の育成、３ 生徒指導の充実 
４ 地域に開かれ、地域に信頼される学校づくり、 
コミュニティスクールへの取り組み 

３１ 木  生徒専門委員会 

さわやかな 5月スタート！ 

 薫風
く んぷ う

かおる 5 月になりました。4 月から「時間を守る」に重点を置いて取り組んでいます。授業も本格化してきていま

す。授業の準備と始まりをきちんとすることは、授業が分かるためにとても大切なことです。学校生活の中心である授

業で「わかった、できた」という喜びを味わえるように、授業に真剣に取り組み、予習･復習に力を入れて欲しいもので

す。 

 城南中学校は授業ごとの移動教室をすばやく･確実にする習慣を身につけさせています。ロッカーの鍵の管理も必

要です。将来に役立つ「生きる力」の一つと思います。心がけて行動して欲しいと思っています。ご家庭でもお話しし

ていただければと思います。 

 学年のはじめは出会いの季節ですので、｢挨拶｣にも力を入れています。「挨拶」の漢字の意味は、｢挨｣は押す、

「拶」は迫るという意味です。あいさつは相手の心の窓を開ける鍵です。「相手より早く、元気な声で、笑顔で」挨拶を

するといい出会いが始まります。さらに、城南中の生徒は立ち止まって、礼までしてくれます。なんともさわやかな気分

になります。来校されたお客様から、「よくあいさつをしてくれました」とおほめの言葉も数多くいただいています。これ

からも続けてほしいものです。 

楽しく、充実していた修学旅行！ 
3 年生は 4月 25 日から 27 日までの 2泊 3 日で沖縄への修学旅行に 

行ってきました。１年生は人と自然の共存を目指す 21 世紀の街、ハウステ 

ンボス、2 年生はいのちの旅博物館とスペースワールドへの修学旅行を 26 日 

に実施しました。どの学年も、たのしく、いい学びができたようです。 

 私は 3 年生の沖縄へ行ってきました。天気にも恵まれとてもすばらしい 

修学旅行ができました。                                （ひめゆりの塔での平和の祈り）    

  （裏面に続く） 
 



 
沖縄での修学旅行では主に次の 3点を学びました。                                     
１ 平和の尊さ                                 
  ２ 亜熱帯地方の自然 
  ３ 琉球文化 
  
 学ぶ時と楽しむ時のメリハリをつけて、きちんとした行動  
ができていました。一人も病気やけがもなく、元気で帰って 
こられたことが何よりよかったと思います。この時期、沖縄 
は一般の旅行客も多かったのですが、全国からの修学旅行 
生がいっぱいで、とくに空港は大混雑でした。 
  さまざま体験を紹介します。ご家庭での話題になれば 
と思います。                                       （サトウキビの収穫） 

    （パイナップル）                      

                                     (パイナップル栽培の説明) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ビーチコーミングのための貝殻ひろい）                （カーカヤック） 
 
 修学旅行では「一期一会」の出会いを大切に、いい思い出を作るように出発式で話しました。さまざまな自然

や環境のなかで懸命に生きている人たちに出会い、自分の生き方を考えるよい機会になったのではないかと

思います。2 号車のバスガイドさんはお別れのことばで、「沖縄は戦争のつらい体験をしていて、さらに基地の
問題も抱えている。多くの人の犠牲の上に今の平和がある。そのことを忘れないで平和の大切さを実感して欲

しい。そして、一人一人が平和のためにできることがある。それは例えば、いじめをしないとか。人に親切にす

るとか。必ず身近にできることがある。がんばって欲しい。」と言われました。城南中の校歌にも「平和を守る」と

あります。修学旅行で学んだことをぜひこれからの生活に生かして欲しいと思います。 
 


